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【目的】前報までに、山形県鶴岡市沖積水田土壌で水稲の初期生育と環境要因の関係を検

討し、生育の圃場間差は土壌溶液中アンモニア態窒素量に支配されること、風速と気温日

較差の影響を受けることを明らかにした。しかし、土壌要因と気象要因がそれぞれどの程

度関与するかは明らかではない。そこで、多地点で実測した土壌要因と気象要因をもとに

生育予測式をたて、両者の寄与度を比較した。 

【方法】試験年：2003 年。供試水臥山形県鶴岡市の 8 固執供試水稲‥はえぬき。栽培方法

‥各圃場の農家慣行。測定項目：土壌溶液中アンモニア態窒素量 0 水稲移植後 7 日の発根

数、発根長、移植後 20 日の乾物重、窒素吸収量。気温、湿度、風速、風向、降水量、日射 

量を Davis 社 VantagePro で連続測定 

【結果】①風速は移植後 7 日間の平均値が 0.8～2.7 m s-1、移植後 20 日間の平均値が 1.1

～3.0 m s-1。気温目較差は移植後 7日間の平均値が 10.1～14.2℃、移植後 20 日間の平均値

が 9.9～13.0℃。風速が小さい値を示す圃場または気温日較差が高い値を示す圃場はおもに

山地付近に位置した。②風速と発根数、発根長、乾物重、窒素吸収量には負の直線関係、

気温日較差と発根数、発根長、乾物重、窒素吸収量には正の直線関係が認められた。③発

根数、乾物重は、標準化した土壌溶液中アンモニア態窒素量（Ⅹ1）、風速（Ⅹ2）、気温日

較差（Ⅹこ‡）と次の関係式で示された。 

【発根数】＝0.16X1-0.57X2＋0.34X3（r2＝0・87） 

【乾物重】＝0.21X1-0.34X2＋0.71X3（r2＝0・90） 

これらは、初期生育を決定する気象要因の寄与が土壌要因の寄与よりも大きいことを示し

ている。④上記の関係式は他年度の結果に適用するには不十分であった。今後、年次間差

の検討、水稲側の要因として苗質の影響を検討する必要がある。 


